












































































































































































































Ⅱ.強度変調放射線治療（IMRT、Intensity Modulated Radiation Therapy） 
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¡患者さん本位の医療を実践します。 
¡信頼・安心・満足を与える病院を目指します。 
¡あたたかい心で最先端の医療を提供します。 
¡地域に密着した大学病院を目指します。 
¡世界に通用する医療人を育成します。 
¡健全な病院経営を目指します。 
滋賀医科大学医学部附属病院では  よりよい医療の実践に向けて-
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それを解決するために考え出
された方法がIMRTです。 
　IMRTにおいては、病巣の治
癒線量と周辺の正常組織の耐容
線量（または許容線量）を考慮し
た理想的な線量分布を最初に設
定した後に、照射野の形状・照射
方向・ひとつの照射野内での照
射線量の強弱などを治療計画装
置に計算させる方法（Inverse  
Planning、逆問題解法）を採っ
ています。この方法によれば今
までは治すことが困難であった
多くの病巣を重篤な障害を出
さずに治すことが可能となるで
しょう。ただ、現段階では計画さ
れたIMRTの線量分布を実測し
て検証しなければならず（２週
間程を要します）、繁用されるま
でにはもうしばらくかかりそう
です。 
　というわけで、現在、IMRTは
頭頚部領域や前立腺などの一
部の病巣に対して行われ始め
たというような状況です。ただ、
IMRTはまさに“放射線治療の
中の放射線治療”、“人に最も優
しい放射線治療”とでも言える、
これからが十分に期待できる治療
です。当院においても新たに設置
された最新式の放射線治療計画装
置によってこのIMRTが可能となり
ました。 
　近年の分子生物学の進歩には
めざましいものがあり、放射線感
受性または障害に関係する遺伝
子も数多く同定されています。こ
のことを利用したこれからの放射
線治療がいわゆる“オーダーメイ
ド放射線治療”です。それは、個 （々の
患者さん）の病巣や血液などの正
常組織のサンプルを遺伝子解析し、
病巣や正常組織の放射線感受性
を推測した上で個 （々の患者さん）
に応じた照射線量を決定しようと
するものです。この方法によれば
放射線感受性の高い病巣に対し
ては余分な照射をせずに、ひいて
は周辺の正常組織（重要臓器）に
も余計な障害を出さずに治すこと
が可能となるわけです。 
　当院は独立行政法人放射線医
学総合研究所の『放射線感受性遺
伝子解析プロジェクト』に参加し、
この“オーダーメイド放射線治療”
を実現するための協力をしています。 
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